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      鶴 翼  ～広がる翼、世界へ、そして未来へ～ 

佐賀県立唐津東高等学校・佐賀県立唐津東中学校 学校通信〔総務部発行〕 

 

「鶴焉 ～平成最後の翼を授ける～」 第 63 回鶴城祭 

 今年も唐津東高校・中学校最大のイベントである鶴城祭が 9 月 7、8、10 日の三日間の日程で開催

されました。鶴城祭期間中は悪天候が続き、準備が大変でしたが、さすがは東中・東高生！ 本番で

は見事なパフォーマンスを披露し、平成最後となる鶴城祭は最大に盛り上がりました。 

 

＜文化祭＞ 9 月 7 日、8 日 

 今年の鶴城祭も昨年に引き続き、和太鼓演舞により幕を開けました。毎年恒例の放送部によるオー

プニングビデオで盛り上がり、中高合同音楽部は CMメドレーと題しての懐かしの CMソングの数々や

星野源のヒットソングで会場全体を楽しませてくれました。また、高２の音楽選択者及び有志の先生

方による合唱では、学年主任 宮原先生による力強い指揮とともに、美しい歌声が披露されました。

今回は日本舞踊の披露もあり、滅多に見ることのない演舞に目を奪われました。科学部、かるた部、

書道部も、それぞれ工夫を凝らしたパフォーマンスを見せてくれました。また、来年の夏に佐賀で行

われる「2019さが総文」のＰＲも行われ、マスコットの「あさぎちゃん」の登場に会場が沸きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二日目は、中学校体育館にて中学生によるステージ発表が行われました。中学校音楽部の演奏では

激しいダンスを踊りながらヒット曲を演奏し、新たな一面を見せてくれました。各学年による劇は、

短期間の練習で仕上げたとは信じがたいほどの素晴らしいもので、それぞれに観客の心をひきつけて

いました。また、最後の書道部のパフォーマンスは、部員一人一人が息を合わせて練習の成果を披露

してくれました。会場全体には、各学年で制作した作品や各教科で取り組んだレポートなどが展示さ

れ、多くの人が足を止めて見入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、高校生では、２年生は各教室でのアトラクション、3年生はバザーを行いました。アトラク

ションでは、お化け屋敷や脱出ゲームなどがあり、廊下には大行列ができるほどの人気ぶりでした。

バザーも当日券の完売が続出し、大盛況となりました。また、体育館や武道場では、バンド演奏や 3

年生主催の各区対抗女装コンテストなどが行われ、それぞれの場所で盛り上がりを見せていました。

高校 1年生による学年制作では、有名な「唐津神祭神祭行列図」をデザインした、渡り廊下一面を覆

うほどの巨大なモザイクアートを展示しました。 

 

 

 

 

 

 

「書道パフォーマンス」 「中３劇『ボクの宿題』」 

「中学音楽部合奏＆ダンス」 
「中１劇『13 歳の君へ 

～グッドバイ・マイ…～』」 

「中２劇 

『命こそ宝～勇気を出して～』」 

「中 1 切り絵アート」 

「高 2-2 プチ縁日」 「高 2-5,6 大人気のお化け屋敷」 「高１ モザイクアート」 

「中高合同音楽部合奏」 「和太鼓の演奏」 
「2019 さが総文マスコット 

あさぎちゃん」 

「かるた部との対決」 「日本舞踊の披露」 「斬新な書道パフォーマンス」 



＜体育祭＞ 9月 10 日 

 悪天候のため一日延期となった体育祭ですが、風が強い中、実施され、全校生徒が 1区から 4区に分か

れて、徒競走をはじめ綱引きや、玉入れ、騎馬戦など様々な競技で競い合いました。今年から新競技とし

て加わった百足リレーや、大玉転がしも盛り上がりました。鶴城祭のハイライトである応援紹介では、各

区工夫を凝らし、年々レベルが高くなってきているのを感じました。体育祭の最後には、全校生徒が校歌

を大きな声で高らかと歌い上げ、大盛況の中鶴城祭の幕を閉じました。 

平成最後となった鶴城祭は、すべての生徒が鶴城生であることを誇りに感じられる素晴らしいものとな

りました。生徒会総務の皆さん、高３のリーダーの皆さん、そして全校生徒の皆さん、本当にお疲れ様で

した！ 

 

「壱区応援」 「弐区応援」 

「参区応援」 「肆区応援」 

「白熱の地区対抗リレー」 「全校生徒による校歌斉唱」 

「大縄跳び」 「綱引き」 

「高校男子騎馬戦」 「中学女子棒引き」 

「玉入れでダンス」 
「新競技 大玉ころがし」 


